
　地域でできること（共助）
自治会の防災訓練に参加しましょう
　自分だけで身の安全を守るには限界があります。いざというときに隣近所の人たちと助け合うことはとても大切です。
　自治会の防災訓練などに参加して、いざというときの対応を学ぶとともに、互いに協力し合える関係作りをして
いきましょう。
隣組や自治会の一時避難場所について、自治会内で確認しておきましょう
　自治会では、災害が発生したときに近所の人が無事でいるか確認したりするための一時避難場所を設定していま
す。一時避難場所がどこにあるのか、また災害発生時の役割分担などを自治会内で確認しておきましょう。

　行政でできること（公助）
木造住宅に設置する耐震シェルターや
防災ベッドの費用を補助します

対�下記の条件をすべて満たす建
物であること
・�個人が所有する木造住宅であ
ること
・�昭和56年5月31日以前に建築
されていること
・�耐震診断により倒壊する可能
性が高い（構造評点が0.７未
満）と判断されたもの
補助限度額　20万円／戸
申�購入前に耐震診断結果報告書
の写しなど必要書類を添え、交
付申請書を危機管理課へ提出。 耐震シェルター

防災ベッド

防災マップを配布
　災害が発生したときにどう行動
したら良いかや、地震や水害が発
生したときにどの程度の被害が想
定されるかなどを掲載しています。
市役所や各地区会館で配布してい
るほか、ホームページからもダ
ウンロードできます。

　マンホールトイレは、マンホールの上に簡易な便座な
どを設けて災害時に迅速にトイレを確保するものです。
今後も学校を中心に順次設置していきます。
設置場所　�守山南中学校、守山中学校、立入が丘小学

校、小津小学校、河西小学校、速野小学校

マンホールトイレを設置しています

問�国土交通省近畿地方整備局　琵琶湖河川事務所調査課　☎（546）0844

　「川の防災情報」では河川の水位
や降雨状況など、洪水時の避難判
断につながる情報を知ることがで
きます。洪水予報や避難情報の発
表を待つだけではなく、自ら情報
収集して早めの避難を心掛けま
しょう。
　また、野洲川が氾濫危険水位を
超えたときにはその地域にいる人
の携帯電話・スマートフォンに河
川が氾濫の危険にあることを知らせる緊急速報メールも配信しています。
○�パソコン用サイト：�http://www.river.go.jp/
○�スマートフォン用サイト：http://www.river.go.jp/s/

　洪水時には、「川の防災情報」で河川情報をチェックしましょう

　この機会に応急手当てや救急車の正しい利用法を考えましょう。
・�応急手当を学びましょう。
・�救急車を適正に利用しましょう。緊急性の低い人やタクシー代わりに利用
する人がいると、一刻を争う人の利用に影響を及ぼします。
・�AED（自動体外式除細動器）がある場所や使用方法を知っておきましょう。
問�湖南広域消防局　救命救急課　☎（552）9922　5（552）0988

　救急の日（９月９日）と救急医療週間（９月９日～ 15日）
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　守山市では災害が発生したときに、市のホームページのほかに有線放送やNHKのデータ放送、安全・安心メール
などで情報提供を行っています。安全・安心メールについては15頁をご覧ください。

　災害発生時に情報提供を行っています

野洲観測所（野洲付近）

各観測所におけるリアルタイムの川の水
位と水位変化を見ることができ、氾濫の危
険度がわかります

高性能のレーダ雨量や観測における降雨
量を見ることができます
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